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現状の課題と解決策 

新しい見積標準 

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決 
派生開発（改良開発）における見積は、新規開
発と異なり、一般的なモデルが存在しない。そ
のため、以下の問題が発生する。 
・業務スキルの高い要員に見積作業の負担が
集中する。 
・工数と費用の根拠が不明確なため、顧客の納
得感が低い。 

派生開発の開発標準であるXDDP（eXtreme 
Derivative Development Process）をもとに、以下
の拡張を行い見積標準を策定した。 
・見積ステップ毎に複数のTMを作成する。 
・作業毎の工数算出ワークシートを策定する。 
これにより、工数根拠の明確化と見積作業の分
業を可能にした。 

新規開発の見積もり 

派生開発の見積もり 

・精度、根拠は不明確でも許される 
・標準的な技法（FP法）を利用でき、必要な
業務経験が少なくて済む 

・修正箇所に関する根拠を顧客に問われる 
・標準的な技法（FP法）が存在しない 
・的確に修正箇所を捉えるためには開発経
験が多く必要となる 

一部要員に負荷集中 

見積根拠が不明確 

標準作業時間が定義
されていない 

現状の課題 

難しい 

簡単 
新しい見積標準 

作業ステップを分解し
分業可能に 

要件から作業までのト
レーサビリティ確保 

成果物をベースとした
標準工数表の作成 

見積標準の参照モデルとしてXDDPを利用する 
→USDM、TMの構成を拡張 
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要求 CARDA 公式サイトの決済手段として、クレジットカードAを追加して欲しい。
理由 販路拡大による売上向上のため。
要求 CARDA-01 対応ブランドは、VISAおよびMasterCardとすること。

理由 カードAが対応している3Dセキュア実施可能なブランドで上記2ブランドであるため。
□ CARDA-01.01 VISAおよびMasterCardでのブランドテストを実施する。2 ○

要求 CARDA-02 3Dセキュアを用いた本人認証を実施すること。

理由

2因子認証を実施することは本システム上の制約である。
カードAは3Dセキュア実施不可能なブランドでは販売しないことになっているため。
（独自認証は行わない）

チーム分類

A Cプログラム改修 45 小 小 小
B 暗号化部品改修 41 小 小 小
C 区分追加改修 22 小 小

DBデータ更新 A DBデータ更新 4.5 小 小
ジョブ追加 A ジョブ追加 7.5 小 小 小

プログラム改修
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中 8 2 1 2 3 2 1 3 4 1 10 8 8 4

大 15 4 2 4 8 4 2 8 10 2 20 15 15 10
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サブシステム 変更機能 変更オブジェクト 変更作業詳細
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コアDBスキーマ
APのテストに含むため不
要 なし なし ○ ○

コアDBスキーマ 区分追加 USER1.MST_COMPANY ・区分値の追加（カードA） A ○

コアDBスキーマ 区分追加 USER1.MST_COMPANY_DES
・区分値の追加（カードA
DES暗号化キー） A ○

コアDBスキーマ 区分追加 USER1.MST_COMPANY_STATE
・区分値の追加（カードA
状態） A ○

会員洗替
カードA向け会員洗替デー
タ受信 JDB_send_req_member ・Cプログラム修正 A ○

会員洗替
カードA向け会員洗替デー
タ送信 JDB_send_req_member ・Cプログラム修正 A ○

会員洗替
コアシステム向け洗替ファ
イル送信 JDB_recv_req_member ・Cプログラム修正 A ○ ○ ○

会員洗替 会員洗替データ暗号化 JDB_encode_req_member ・プログラム修正 B ○ ○ ○
会員洗替 会員洗替データ復号化 JDB_decode_req_member ・プログラム修正 B ○ ○ ○

改修パターン

VISAおよびMasterCardでのブランドテストを実施する。

要求
CARDA-

01 対応ブランドは、VISAおよびMasterCardとすること。
理由 カードAが対応している3Dセキュア実施可能なブランドで上記2ブランドであるため。

□ CARDA-01.01 VISAおよびMasterCardでのブランドテストを実施する。
結合テストの実施範囲
とする
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根拠提示 

作業の役割分担 分業可能 
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